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【略歴】1970年生まれ。大阪府立茨木高校卒業。神戸大学教育学部卒業、1996年京都大学助手、講師、准教授、
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都大学博士（教育学）。 ＊詳しくはスライドの最後にあるプロフィールをご覧ください
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＞村川雅弘(甲南女子大学教授）の令和
４年度「研究開発学校フォーラム」で
の総評資料
https://curriculumdb.mext.go.jp/bc
/kk/kk03/07

研究開発学校制度の今日的意義を問う



学習指導要領を発展させる観点から
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① 学校教育目標（学校独自＋学習指導要領）＋教育課程マネジメント

③ 子どもを主語にした学びを推進する現行の学習指導要領において、
「教科横断」は必ずしも合教科を意味しない。子どもの学びの質や資
質・能力を指標とした教育課程マネジメントにより、「教科横断」し
ていくことが望ましい

② 学校種を繋ぐ教育課程マネジメント

カリキュラム・マネジメント
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学校教育目標

教
育
課
程

科目 科目 科目 科目

科目 科目 科目 科目

科目 科目 科目 科目

科目 科目 科目 科目

・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・

科目 科目 科目 科目 新
設
教
科
・
領
域
等

モデル

教育目標

ｓ

小学校

中学校

幼稚園・保育園

学校種を繋ぐ
カリキュラム

再構造化

学習スキルや
資質・能力育成

教育課程マネジメント
カリキュラム
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学校教育目標

教
育
課
程

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

・ ・ ・
・ ・ ・

学習指導要領
資質・能力の３つの柱

①知識・技能
②思考力・判断力・表現力等
③学びに向かう力・人間性等

お茶の水女子大学
附属小学校

学校教育目標

①主体的な学び
②メタ認知スキル
③社会情動スキル
④学びとしての評価

１
～
６
年
生

科目 科目 科目

《お茶の水女子大学附属小学校の事例》

て
つ
が
く
創
造
活
動

幅広い教育目標の中から重点・選択し、そこから教育課程を構造化

【POINT】

構造化
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学校教育目標

教
育
課
程

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

・ ・ ・
・ ・ ・

学習指導要領
資質・能力の３つの柱

①知識・技能

②思考力・判断力・表現力等

③学びに向かう力・人間性等

上西郷小学校
学校教育目標

①英語力
②対話力

１
～
６
年
生

科目 科目 科目

《福津市上西郷小学校の事例》

英
会
話
科

ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
の
時
間

幅広い教育目標の中から重点・選択し、そこから教育課程を構造化

Society5.0時代を
生き抜く力の育成

【POINT】

構造化
？
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学校教育目標

教
育
課
程

科目 科目 科目 科目

科目 科目 科目 科目

科目 科目 科目 科目

科目 科目 科目 科目

・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・

０
～
２
歳

学習指導要領
資質・能力の３つの柱

①知識・技能
②思考力・判断力・表現力等
③学びに向かう力・人間性等

湖東学園認定こども園
教育目標

①生き生きと活動し、心も
身体もたくましい子ども
②明るく素直で情操豊かな
子ども
③よく見たり考えたりして、
意欲的に創造する子ども
④思いやりをもち、力を合
わせて取り組む子ども
⑤環境に主体的にかかわり、
豊かに表現できる子ども

①健康な心と体
②自立心
③協働性
④道徳性・規範意識の
芽生え
⑤社会生活との関わり
⑥思考力の芽生え
⑦自然とのかかわり・
生命尊重
⑧数量や図形、標識や
文字などへの感心・間
隔
⑨言葉による伝え合い
⑩豊かな感性と表現

《湖東学園認定こども園にしばるの事例》

幼児教育

小学校教育

幼保小の架け橋

幼稚園教育要領
幼児期の終わりまでに
育ってほしい10の姿３

～
５
歳

科目 科目 科目 科目

十分になされていなかった幼児教育の教育課程を小学校との架け橋も見据えて構造化
【POINT】

三つの視点で編成
・健やかに伸び伸びと育つ
・身近な人と気持ちが通じ合う
・身近なものと関わり感性が育つ

五領域で編成
健康・⼈間関係・環境・言葉・表現
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学校教育目標

教
育
課
程

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

幼
稚
園

科目 科目 科目

《信州大学教育学部附属松本中学校 ほか２校（園）》

【POINT】

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

小
学
校

低
学
年

小
学
校

高
学
年

中
学
校

学習指導要領
資質・能力の３つの柱

①知識・技能
②思考力・判断力・表現力等
③学びに向かう力・人間性等

信州大学教育学部附属
松本中学校 ほか２校

教育目標

①自己表現力
②課題探究力
③社会参画力

①健康な心と体
②自立心
③協働性
④道徳性・規範意識の
芽生え
⑤社会生活との関わり
⑥思考力の芽生え
⑦自然とのかかわり・
生命尊重
⑧数量や図形、標識や
文字などへの感心・間
隔
⑨言葉による伝え合い
⑩豊かな感性と表現

幼児教育

小学校教育

幼保小の架け橋

幼稚園教育要領
幼児期の終わりまでに
育ってほしい10の姿

遊
び

遊
び
の

領
域
化

領
域
の

教
科
化

教
科
等
の

総
合
化

？

？

幼稚園・小学校・中学校の統合的な
教育課程を構造化



9

各校へのコメント
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《お茶の水女子大学附属小学校の事例》

・重点・選択的にフォーカスした教育目標に向
けた新領域「てつがく創造活動」の取り組みは
興味深く、学術的な観点から深掘りした成果が
示されている。

・他教科等への構造化をカリキュ
ラム・マネジメントしている点も
秀逸である。

①主体的な学び
②メタ認知スキル
③社会情動スキル
④学びとしての評価



・学びとしての評価もすばらしいです



12

・小学校の教育課程でSociety5.0人材を視座
にしている点がすばらしいです。

《福津市上西郷小学校の事例》

※中教審 幼保小の架け橋部会の審議経過報告
「０～１８歳まで見通した学びの連続性」

※現行学習指導要領「社会に開かれた教育課程」

※中教審答申『教育振興基本計画』（2023.3）
①持続可能な社会の創り手の育成（＝Society5.0人材）
②日本社会に根ざしたウェルビーイングの向上

・課題にしている「対話力」は、主体的・対
話的で深い学びの「対話」とやや異なり、ま
さにSociety5.0人材に必要不可欠な大人の
「対話」が取り扱われている。Great!!!です。
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・個に焦点を当てた保育記録「エピソード記録
例」が秀逸です
・Q.「10の姿」のポイントがバランスよく組み込
まれているか？

《湖東学園認定こども園にしばるの事例》

「10の姿」から分析桐蔭学園幼稚園での取り組み
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《信州大学教育学部附属松本中学校 ほか２校（園）》

・「３つのよさ」（自己表現力・課題探究
力・社会参画力）を視点として、学校種を超
えて子どもの学びを共有、見取る教師の研修
体制がすばらしいです。

Q.３つのよさの観点から「子ど
ものやりたい」「自発的な学び」
を捉えていくことが述べられるが、
そのような姿や学びが発現するた
めに何をしているのか、発現しな
い時にどのような指導やそれを最
小限にする課程編成が採られてい
るかがわかりにくい。



（まとめ）学習指導要領を発展させる観点から
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・学校教育目標（学校独自＋学習指導要領）＋教育課程マネジメント

・子どもを主語にした学びを推進する現行の学習指導要領において、
「教科横断」は必ずしも合教科を意味しない。子どもの学びの質や資
質・能力を指標とした教育課程マネジメントにより、「教科横断」し
ていくことが望ましい

・学校種を繋ぐ教育課程マネジメント

カリキュラム・マネジメント



最後に
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・研究開発学校の指定校へ

研究開発の指定期間が終了した後も改善・発展して持続可能な
ものへ

・①以外の学校関係者 参加者へ

研究開発学校の取り組みを参考にして、次年度(以降）応募・挑
戦してほしい。毎年公募が行われている

発表校の皆さま・参加の皆さま
たいへんおつかれさまです。



専門は、青年・発達心理学・教育実践研究（自己・アイデンティティ形成、学びと成長、アクティブラーニン
グ、学校から仕事・社会へのトランジション、人生100年時代のキャリア形成など）。著書に『アクティブ
ラーニングと教授学習パラダイムの転換』（2014東信堂、単著）、『学習とパーソナリティ－「あの子はお
となしいけど成績はいいんですよね！」をどう見るか－』（2018東信堂、単著）、『社会に生きる個性－自
己と他者・拡張的パーソナリティ・エージェンシー－－』（2020東信堂、単著）、『高校生の学びと成長に
向けた「大学選び」－偏差値もうまく利用する－』（2021東信堂、単著）、『インサイドアウト思考－創造
的思考から個性的な学習・ライフの構築へ—』（2023東信堂、単著）、『高校・大学・社会 学びと成長のリ
アル－「学校と社会をつなぐ調査」10年の軌跡－』（2023学事出版、編著）、『幸福と訳すな！ウェルビー
イング論－自身のライフ構築を目指して－』（2023東信堂、単著）など多数。

日本青年心理学会理事、大学教育学会理事、文部科学省高等教育局スキームD（座長）、文部科学省総合教育政
策局・日本学術振興会リカレント教育推進事業委員会（委員長）、文部科学省初等中等教育分科会教育課程部
会臨時委員、電通育英会大学生調査アドバイザー、日本学術会議連携会員、大学・高校の外部評価・指導委員
など。日本青年心理学会学会賞受賞（2013年）、日本教育情報学会論文賞（2023年）受賞

http://smizok.net/

学校法人桐蔭学園 理事長
桐蔭横浜大学 教授

1970年生まれ。大阪府立茨木高校卒業。神戸大学教育学部卒業、1996年京
都大学助手、2000年講師、2003年京都大学准教授、2014年教授を経て、
2019年学校法人桐蔭学園理事長。桐蔭横浜大学学長（2020-2021）。京都
大学博士（教育学）

プロフィール
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